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錘製痔における上糸テンションに関する羅尭

広急尺泰､有　　〇沁豺、奇　 最 ふ磨 子

§的 高遠度ミシ ン線 勅中^ 上糸1- ンションの測定 を一定時間特使的に行な, ，ヽ廸 糸･

布地り昶性噴 とriff
た法 裁 布は， 衆材・組 織・密度冲の胞 の性質を冥,こす心もの8 種類，椿羞 しん３種頬

左用い忙，ミシン糸は，カ タンか・絹 糸・ぷ') 工A 子･し糸・ナイロン糸を用い,  DB 型ｴｰ

業 用ミシン･ DB 用ミシ ンれ// 委を使 用し, 高速糸用子ンションメ ーヲー( 自記記繰古iつ

き) にて歳出記録 し，テンシ・ン植<r>挙動を検ぺだ.

結果(1) カタン糸にて縫製 した場合は，テンション植は高く，高砥り変動 がいちじるし

い。剛軟農の大なる布 では更にこの傾向が強い。 しかし, 倚着しん布をアイロ ン誇廸する

z とにより安定がみられる。

(2)ポ'|l 入テノし縫 糸使用の場かは, 概 れテンション植祠 氏く。 高低o 変動がﾉ社な い。 予ン

シ ョン^ の振幅 も殆ど一定の状隻 をホオ。H が し, 剛軟良r) 火与る布や編地においてはわ

ずかながら変如ｶ 済 られる。
{3け イロン縫糸使旧の場者は，布地の状態o 如何にかかわ/]尽くテ ンション植 の振幅は葱

まく, 不規則で, こまかな波板形i  E す. ヂンシ3 ン植 をタa.高くすると-
 
，この楸角は更

に強くあ らわれる｡

㈲絹糸使同の場合は，f ンシa ン櫨 ﾀづ振幅 はμ＜，不定形 のこまかい波狐 色なし. l 燈の

断屈I､ す。 これは試布のいずれについても同じずある。針 目 を/S日/3om  t しf  ンシ■3-

ン値 をき3.強く すると,   この補 角は一そう顕著>^なる。

C－40    クラウス袖っけの幽 χ'c地目強､リこ哨劣る研究（ 升4 報 ）
乗海字圃右､多短大　o 辻 序子　仔俸きよ3-　両係七ツ　必打正代

目的　 ゆt ･j (T) タな い フ･･クウス £ 老m  しに嘱き.    %･枕 ．仕 能にi よi  b--'.   袖 つけ 縫 目ii^'

(% つ れにリ.  廊tiヽ破 れc;  り　縫 糸に よる目引き を起； 岑；t  が渉 い.  前恢 びはえリ ッブの

起 きゃ れ ヽが リi ス デ･レグ,ラメッ ト織 物 を対 房に 上.肢蓮如 ．影 曜 を強 く受 け ■5 捜佃フけ

即 ちぬ縫目 わヽら ほOH 間 の身峨　 袖a,fi 回万向 に鎧似しに 限 み令々 の縫 合試料t 作 成レ 引

張 試験 による 速 目強,々を検け しに 李版 で･I*【司一 の試粁 について. 一定 祠甲長寺に 碁く く

丿’-･゙ -　　　　　　　　　　　　●’　　　●り退し試馬れ 行い 縫目呟さ・ らびに 縫M.  多飴<r> 応町 状酢 を観 摩しf;.

ざ噪　 吐 試料は水り= ズタ･Iレ織物の平織 ．練織ﾚ 朱子織 の靭t  £ 用い　縫 釦あタトｐ

y1i:&0屠．針目l^･& 目／3  脈.   16 @ ／3 χ・2  祷　 縫代はa^ 帆とt  . 浚身噸,ﾌ,脚縫 回心ヽら
’I甲” ’r ●　　’2.5ciiLP*H隔に(> 榔 位ﾀ 縫 色試料 を作 政 け: ．（2).   引張 り ●くり返 し試 峡 は，上肢連l ≪,こよる

布<J5 乙･ii’みy らヽ. 却 伎に よ つ^ ，0 '/; あ-^.ヽit 1，% 川^ 長々t し‥ 苓似 験佇 に フき ぢ゚図・0--

10 o a  め い ）ふ し乞試 みに後 ，縫日・ 雄町 殯仲 度t  明 定 し.  そo>地 機煤図I  %已録 しn.  ≪'J

定囚叡,ぷ巻試験時に っ*  5  回　 引張速 度(・BOO OIVIIl･/BtiTU H   t   に.

綿果0) コ Ｑ % あゐ い ふ20  % ．仲－寺 に よるぐJ  jg.し試験 り 参　試料 ．り 位 い? れr- i

睡 代 ≪ t*'唾 回 の状略に顕 番 な庚化は みら れび わヽ -> rこ・

(2).   ぐ)'&. りi ≪地 目強;  I*　 洛 試 糾 り 位咄 に肩憲愈iに認 タヽら れr-v*ヽ ".  こ り返 しelse

てｸﾞ･多感 千・ 試験今に 石倉,差b ヽ`μ めら^ に に`けV し　ぐ) ■･&し 回数/･ヽ‘/h <f £ るに しr:  b` い. Pi.

曰浅 ごが但 下宵る 乙･,ヽ う曇 い ヽ映向 はみら れな むヽつに ，


